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研究の要約 

本研究は，外国語科における「思考・判断・表現」に係る評価問題の在り方について考察することを

通して，思考力，判断力，表現力等を育成するための，指導と評価の改善に係る示唆を得ることを目的

としている。まず，外国語科教育における「思考・判断・表現」の捉えとその評価について整理し，中・

高等学校外国語科教育における現状と課題を提示した。その後，高等学校入学者選抜問題に関して，技

能統合型の評価問題に係る全国的状況及び技能統合型の評価問題の広島県における出題状況の推移に

ついて分析を行った。外国語科における「思考・判断・表現」に係る評価問題については，技能統合型

のテストが有用であること，評価問題の検討に際しては，コミュニケーションの目的・場面・状況を具

体的に設定することや，情報や考えを理解したり，その理解に基づいて表現したり伝え合ったりする必

然性のある課題を設定することが重要であることを示すとともに，技能統合型の評価問題に係る全国及

び広島県における現状についてまとめることができたことが成果として挙げられる。 

 

 

Ⅰ 研究の背景と目的 

本研究は，外国語科における「思考・判断・表現」

に係る評価問題の在り方について考察することを通

して，外国語科において思考力，判断力，表現力等

（以下，思考力等という。）を育成するための指導と

評価の改善への示唆を得ることを目的としている。 

平成31年１月21日に，中央教育審議会初等中等教

育分科会教育課程部会において，「児童生徒の学習評

価の在り方について（報告）」（以下，「平成31年報告」

という。）が取りまとめられ，学習評価の改善に関す

る今後の検討の方向性として，「知識・技能」「思考・

判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観

点に沿った整理がなされることが示された。このよ

うに，思考力等は現行の学習指導要領から引き続い

て，新学習指導要領においても育成が必要な資質・

能力の重要な要素とされ，それらに係る指導と評価

の充実・改善が求められている。 

しかし，全国の中・高等学校の生徒を対象に行わ

れた「英語教育改善のための英語力調査」や広島県

高等学校学力調査の「活用問題」等の各種の調査結

果から，生徒の英語力，特に思考力等の育成が十分

ではない状況が指摘されている。 

また，入学者選抜等の学力検査の在り方について

は，「高等学校入学者選抜について（通知）」（平成９

年11月・文部省）に，「知識の量や程度を問う出題に

偏ることなく，例えば論述式の解答を求める出題や

思考力・分析力を問う出題を増やす」とあるように，

その改善については従前から求められてきた。外国

語科においても，「今後の英語教育の改善・充実の方

策について 報告」（平成26年10月・英語教育の在り

方に関する有識者会議）において，「高等学校・大学

へ進学を希望する者に関する英語力については，４

技能からなるコミュニケーション能力が適切に評価

されることを基本として，入学者選抜を改善してい

くことが重要である。」と示された。このような背景

もあり，特に近年では高等学校入学者選抜問題等の

学力検査の問題について，国立教育政策研究所教育

課程研究センターの「各都道府県教育委員会の高等

学校入学者選抜における思考力等を問う問題の出題

例」や文部科学省初等中等教育局教育課程課の「思

考力等を問う～高等学校入学者選抜学力検査問題の

工夫例～」にも示されるように，思考力等を測るた

めに適切な評価問題となるよう工夫・改善がなされ

てきている。 

そこで，本研究において，文献研究や高等学校入

学者選抜問題の分析等を行うこと通して，外国語科

における「思考・判断・表現」に係る評価問題の在

り方について考察し，外国語科における思考力等の

育成と評価の改善に寄与する示唆を得たいと考え 

る。 



 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方  

 

１ 外国語科教育における「思考・判断・表現」の

捉えとその評価について 

(1) 現行及び新学習指導要領における「思考・判断・

表現」の評価について 

現行の学習指導要領における学習評価の扱いにつ

て，中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部

会（平成22年）「児童生徒の学習評価の在り方につい

て（報告）」（以下，「平成22年報告」という。）にお

いて，「基礎的・基本的な知識・技能については『知

識・理解』や後述する『技能』において，それらを

活用して課題を解決するために必要な思考力・判断

力・表現力等については『思考・判断・表現』にお

いて，主体的に学習に取り組む態度については『関

心・意欲・態度』においてそれぞれ評価を行う」（下

線部は筆者による。以下同様）と示されている。「平

成31年報告」においては，「『思考・判断・表現』の

観点に係る評価については，各教科等の知識及び技

能を活用して課題を解決する等のために必要な思考

力，判断力，表現力等を身に付けているかどうかを

評価するもの」と示されている。これらのことから，

「思考・判断・表現」の観点に係る評価については，

現行の学習指導要領での評価の扱いが，新学習指導

要領の下での評価においても踏襲されると捉えてよ

いと考えられる。 

(2) 外国語科における「思考・判断・表現」の評価

について 

新学習指導要領において，外国語科で育成すべき

思考力等とは，下の図１に示されるように，「コミュ

ニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，

理解したり表現したり伝え合ったりすることができ

る力」とされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そのため，「思考・判断・表現」に係る評価問題を

作成する際には，コミュニケーションの目的・場面・

状況を具体的に設定すること，情報や考えを理解し，

その理解に基づいて表現したり伝え合ったりする必

然性のある課題を設定することが求められる。 

また，外国語科における「思考・判断・表現」に

係る評価について，松浦伸和（平成26年）は，言語

活動のうちでも下の表１に示される「外国語表現の

能力」と「外国語理解の能力」の観点で評価される

部分に相当すると解釈でき，外国語科における「思

考・判断・表現」に係る評価とは，知識及び技能を

土台としてそれらを適切に活用し，外国語を理解し

たり外国語で表現したりする能力を評価するもので

あると指摘する。 

 

表１ 現行の外国語科の評価の観点とその趣旨 
 

観点 趣旨 

コミュニケーション

への関心・意欲・態

度 

コミュニケーションに関心をもち，

積極的に言語活動を行い，コミュニ

ケーションを図ろうとする。 

外国語表現の能力 
外国語で話したり書いたりして，自

分の考えなどを表現している。 

外国語理解の能力 

外国語を聞いたり読んだりして，話

し手や書き手の意向などを理解して

いる。 

言語や文化について

の知識・理解 

外国語の学習を通して，言語やその

運用についての知識を身に付けてい

るとともに，その背景にある文化な

どを理解している。 

 

松浦（平成26年）は，国立教育政策研究所（平成

23年）の「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善

のための参考資料（中学校 外国語）」では，「読む

こと」に関して，「外国語理解の能力」においては，

「あらすじや大切な部分などを読み取ることができ

る。」「書かれた内容から書き手の意向を読み取るこ

とができる。」「話の内容や書き手の意見などを批判

的に読むことができる。」などが評価項目として示さ

れており，これらの項目は，前者の２項目と後者の

１項目とに大別できると指摘する。前者は，テキス

トで述べられている情報を取捨選択して取り出した

り，そこに書かれている内容から書き手の意向や意

見を読み取ったりする活動であり，後者は書かれた

情報や意見に関して価値判断や評価をする活動であ

り，その力は PISA 型読解力で求められている「テキ

外国語によるコミュニケーションを図る 

資質･能力の育成と学評価の充実

習 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの目的や場面、状況 

に応じて理解したり表現したり 

伝え合ったりすることができる力 

外国語の音声や語彙,表現, 

文法,言語の働きなどの理解と 

それらを実際のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝで 

活用できる技能 

外国語の背景にある文化の理解、相手への 

配慮を行いながら、主体的（・自律的）に 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図ろうとする態度 

何ができるようになるか 

図１ 新学習指導要領の考え方と外国語科で育成する資質・能力 

 



 

 

ストの解釈」「熟考・評価」と重なっており，両者と

も「思考・判断」を伴っていると考えられる。また，

「思考・判断・表現」に係る評価に関する留意点と

して「平成22年報告」において，「基礎的・基本的な

知識・技能を活用する学習活動等において思考・判

断したことと，その内容を表現する活動とを一体的

に評価することを示すものである。」と述べられてい

る。よって，「表現」とは単に考えなどを自由に述べ

るのではなく，価値判断や評価したことについて筋

道を立てて論理的に表現することである。松浦は，

その一連の内容を図２のように示している。 

 

 

図２「読むこと」における「思考・判断・表現」の解釈 

 

したがって，外国語科における「思考・判断・表

現」に係る評価については，「聞くこと」や「読むこ

と」の技能を活用しテキストから必要な情報を取り

出した上で，情報を推論して意味を理解し，さらに

自分の経験や他の考えと比較し評価したことを基 

に，考えたことを「話すこと」や「書くこと」の技

能を活用し筋道立てて表現することを求めるよう 

な，技能統合型のテストを用いることが有用である

と考えられる。 

 

２ 中・高等学校外国語科教育における現状と課題 

文部科学省は，「平成29年英語教育改善のための英

語力調査事業報告」（平成30年）（以下「平成29年英

語力調査報告」という。）において，全国の中学校第

３学年の生徒約６万人（国公立約600校）及び高等学

校第３学年の生徒約６万人（国公立約300校）を対象

として，英語に関する４技能（「聞くこと」「読むこ

と」「話すこと」「書くこと」）がバランスよく育成さ

れているかという観点から，生徒の英語力や学習状

況を把握・分析し英語教育の成果と課題を検証した。 

「平成29年英語力調査報告」では，生徒の英語力

について，高等学校第３学年の生徒においては，高

等学校卒業時の目標とされている CEFR（Common 

European Framework of Reference for Languages: 

Learning, teaching, assessment 外国語の学習・教授・

評価のためのヨーロッパ言語共通参照枠）の A2レベ

ル（英検準２級程度）以上の割合が，「聞くこと

（33.6％）」「読むこと（33.5％）」「話すこと（12.9％）」

「書くこと（19.7％）」であり，目標の50％には４技

能すべて達しておらず，特に「話すこと」「書くこと」

は全体的に低いこと，中学校第３学年の生徒におい

ては，中学校卒業時の目標とされている CEFR の A1

上位レベル（英検３級程度）以上の割合が，「聞くこ

と（29.1％）」「読むこと（28.8％）」「話すこと（33.1％）」

「書くこと（46.8％）」であり，目標の50％には４技

能すべて達していないことが示されている。 

こうした結果を基に，「平成29年英語力調査報告」

では，中学校，高等学校のいずれにおいても現行の

学習指導要領で示されている言語活動を十分に行っ

ている学校の方が，「聞くこと」「読むこと」「話すこ

と」「書くこと」の得点が高く，特に統合的な言語活

動を十分行っている学校の方が，「話すこと」「書く

こと」の得点が高いだけでなく，「聞くこと」「読む

こと」の得点が高いことが示されている。さらに，

今後の指導においては，複数の技能を有機的に結び

付けた，技能統合型の言語活動の一層の充実を図る

ことが強調されている。 

また，「平成29年度広島県高等学校学力調査報告書」

（以下，「平成29年度学力調査報告書」とする。）に

よると，広島県高等学校学力調査の「活用問題」等

の調査結果からも，「活用問題」の通過率（A問題〔第

１学年生徒対象〕42.0％）は，「活用問題」以外の通

過率（同69.0％）に比べ低いことが示され，広島県

の高等学校の生徒の英語力，特に思考力等の育成が

十分ではない状況が指摘されている。 

 改善策として，「平成29年度学力調査報告書」では，

読み取った内容について考え，何を伝えるべきか判

断し，自分の言葉で相手に分かりやすく表現する力

を育成するためには，普段の授業において，まとま

りのある英文を扱う際に，情報や筆者の考えに対し

て評価を加えながら読み，自分の考えを表現させる

活動を工夫し，伝えたい情報や考えなどを整理して

理由とともに書く力を付けるための指導を継続的に

行っていく必要があると示されている。 

したがって，「思考・判断・表現」に係る評価を考

える際には，定期考査等の日常的な評価でも，この

ような視点を入れた評価問題を作成し，実際に評価

を行い，その結果を指導の改善に活用していくこと

が重要となる。 



 

 

Ⅲ 高等学校入学者選抜問題の分析 

 

１ 入学者選抜問題の在り方 

入学者選抜等の学力検査の在り方については，「高

等学校入学者選抜について（通知）」（平成９年 11月・

文部省）にも，「知識の量や程度を問う出題に偏るこ

となく，例えば論述式の解答を求める出題や思考

力・分析力を問う出題を増やす」とあるように，思

考力等を問うことができるものになるよう，その改

善については 20 年以上前から求められてきている。 

また，「平成 31 年報告」においても，「新しい学習

指導要領の趣旨を踏まえた各高等学校の教育目標の

実現に向け，入学者選抜の質的改善を図るため，改

めて入学者選抜の方針や選抜方法の組合せ，調査書

の利用方法，学力検査の内容等について見直しを図

ることが必要である。」と述べられている。 

このように，入学者選抜問題についても，新学習

指導要領において育成が目指されている資質・能力

の三つの柱の重要な一つである，思考力等を適切に

評価するものにしていくことが引き続き求められて

いる。 

 
２ 技能統合型の評価問題の広がり 

Ⅱ１(2) においては，外国語科における「思考・判

断・表現」に係る評価に関しては技能統合型の評価

問題を用いることが有用であることを論じた。佐藤

敬典（2017）は，技能統合型の評価問題とは，英語

の４技能，すなわち「聞くこと」「読むこと」「話す

こと」「書くこと」を，それぞれ独立して評価する問

題とは異なり，複数の技能を組み合わせて行うパフ

ォーマンスを評価する問題であるとしている。また，

技能統合型の評価問題が一般的になったのは，2005

年に TOEFL（Test of English as a Foreign Language）が

それを取り入れてからであると述べている。日本に

おいては，大学入学者選抜試験としても認定を受け

た TEAP CBT（Test of English for Academic Purposes: 

Computer Based Testing）が，2016年から技能統合型の

テストを取り入れている。このことは，多くの日本

の高校生が，大学入学者選抜試験を通じて技能統合

型の評価問題に触れる機会ができたことを意味する

と佐藤（2017）は指摘する。 

このように，技能統合型の評価問題が多く見られ

るようになったのには，複数の言語技能を用いるこ

とは，日常生活では多く行われることであり，そこ

で「英語を使って何ができるか」を測定するために

は，同様のタスクを課す必要があると考えられてい

るからである。すなわち，より真正性（authenticity）

のあるタスクを課すことが重要視されるようになっ

てきており，英語の断片的な知識の有無や単独の技

能の測定に留まらない評価が求められていることの

表れと言える。このように，技能統合型の評価問題

は，情報を処理してアウトプットにつなげるための

思考力等を必要とするため，英語による「思考・判

断・表現」に係る評価問題としてより真正性が高く，

妥当性の高いテストであると言える。 

 
３ 高等学校入学者選抜問題の調査 

(1) 調査Ⅰ 技能統合型の評価問題に係る全国的状

況 

ここでは，平成 30 年３月に 47 の都道府県で実施

された高等学校入学者選抜試験のうち，「読むこと」

と「書くこと」の領域を有機的に関連付け，読み取

った情報を整理して再構成したり，読んだことを基

に自分の考えやその理由を書いたりする技能統合型

の評価問題がどれくらいの都道府県で出題されてい

るか，また技能統合型の評価問題を設定している場

合，どのくらいのレベルでの解答を求めるものかを

調査した。 

分析の視点としては，「書くこと」に関して，文で

の解答を求めるもの（以下，S とする。）か，空所に

数語を補充する形で解答を求めるもの（以下，Wとす

る。）か，そして，読み取った情報を整理して書くこ

とを求めるもの（以下，A とする。）か，読み取った

内容に対する自分の意見やその理由を書くことを求

めるもの（以下，Bとする）という点を設定した。 

以下にその結果を示す。 

 

①の結果から，55％以上の都道府県の外国語の入

学者選抜学力検査において技能統合型の評価問題が

出題されており，思考力等を測るための評価の工夫

改善の取組が進んでいる状況が分かる。また，②及

び③の結果から，解答の際には，語レベルのみの解

答より文レベルでの解答が，大多数の都道府県で求

められていることや，読み取った情報を整理して書

くことに留まらず，読み取った内容に対する自分の

意見やその理由を書くという，相手を意識した上で

の実際のコミュニケーションを想定した出題がより

① 技能統合型の設問を設定している 

都道府県の数・・・・・・・・ 26／47  

② ①の中での S：Wの比率・・・ 21：５ 

③ ①の中での A：Bの比率・・・ ５：21 



 

 

一層重視されていることが分かる。これらの結果か

ら，生徒の思考力等を育む観点から，高等学校入学

者選抜を改善する取組が全国的にも広がっているこ

とが見て取れる。 

(2) 調査Ⅱ 技能統合型の評価問題の出題状況の推

移 

次に，技能統合型のテスト・思考力等を問う問題

が年を追う毎にどのように出題されてきているのか

を明らかにするため，広島県の高等学校入学者選抜

試験における，平成 10年から平成 30 年までの 20年

間で，技能統合型の評価問題がどの程度出題されて

きたのかとその経年変化を調べることとした。「読む

こと」と「書くこと」の領域を有機的に関連付け，

読み取った情報を整理して再構成したり，読んだこ

とを基に自分の考えやその理由を書いたりする技能

統合型の設問がどれくらい見られるかを，５年毎に

（平成 10年，15 年，20 年，25 年，30年）調査した。

以下の表２にその結果を示す。 

 

表２「読むこと」と「書くこと」の技能統合型の評価問題 

の出題状況の推移 
 

実施年 

設問 

平成 

10 年 

平成 

15 年 

平成 

20 年 

平成 

25 年 

平成 

30 年 

大問構成 

（設問数） 

２・３ 

（２） 

２・３ 

（２） 

２・３ 

（２） 

２・３ 

（２） 

２～４ 

（３） 

W or S 

（設問数） 

S 

（１） 

S 

（１） 

W 

（１） 

S 

（１） 

S 

（３） 

A or B A A A B B 

 

これらの結果から，平成 10 年，15 年，20 年にお

いては，技能統合型の設問は１問のみであり，読み

取った情報を整理して書くことを求める設問であっ

たこと，そして平成 25 年，30 年については，読み取

った内容に対する自分の意見やその理由を書くとい

う，相手を意識した上での実際のコミュニケーショ

ンを想定した設問となっていることが分かる。さら

に，平成 30 年には「読むこと」と「書くこと」の領

域を有機的に関連付ける設問を設定している大問 

が，それまでの二つから三つに増えていることが分

かる。これは，現行の学習指導要領の完全実施を受

けて，入学者選抜試験問題の内容が変化しているこ

とが原因だと考えられる。 

佐藤（2017）でも，テストはそれぞれの時代にお

ける社会の中で重要だと認識されている能力・スキ

ルを測るものだという指摘がなされているように，

これらの変化は，社会の変化及び学習指導要領の改

訂に伴って，思考力等の育成とその適切な評価がよ

り一層重視されてきていることを反映するものであ

ると考えられる。調査結果からも，この５年の間で

大きく高等学校入学者選抜問題学力検査の内容に変

化が見られたことが分かった。まさに「十年一昔」

ならぬ，「五年一昔」という状況である。今後も，新

学習指導要領の趣旨を踏まえたものにさらに変更・

改善がなされていくものと考えられる。指導者側は，

これからの社会の中で重要だと認識されている能力

を十分に理解した上で，高等学校入学者選抜問題学

力検査等において測られる力の変化も合わせて捉え

つつ，日頃の指導と評価を常にアップデートし，そ

れらの改善の取組を進めていくべきであろう。 

 
Ⅳ 研究の成果と課題 

 

１ 研究の成果 

外国語科における「思考・判断・表現」に係る評

価問題の在り方について考察することを通して，思

考力等を育成するための，指導と評価の改善に係る

示唆を得ることを目的として本研究を進めてきた。

その結果，次のような成果があった。 

○ 外国語科教育における「思考・判断・表現」の

捉えとその評価について整理することができた。 

○ 中・高等学校外国語科教育における現状と課題

について整理することができた。 

○ 「思考・判断・表現」に係る評価問題について

は，技能統合型のテストが有用であること，その

問題を検討する際には，コミュニケーションの目

的・場面・状況を具体的に設定することや，情報

や考えを理解することを求め，その理解に基づい

て表現したり伝え合ったりすることを求める必然

性のある課題を設定することが重要であることを

示すことができた。 

○ 技能統合型の評価問題の全国及び広島県におけ

る現状についてまとめることができた。 

 

２ 今後の課題 

 今後の課題として，次の点が挙げられる。 

○ 技能統合型の評価問題について，優れた事例を

収集し，外国語科における「思考・判断・表現」

に係る評価問題の在り方について更に追究してい

くこと。 



 

 

○ 技能統合型の評価問題を用いた「思考・判断・

表現」に係る評価の実際における，生徒の学習到

達度やパフォーマンスを適切に評価するためのル

ーブリック等の活用について，更に研究を進める

こと。 
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